
した。また、若手を中心にフローチャート
をベースとした成果物ができあがったこと
で、ベテランは若手を認め、若手もベテラ
ンの実績を目の当たりにし、互いに認め合

えるようになり、両
者の意識が良い方
向へと変わりつつあ
ると感じています。

●「開発プロセス改革プロジェクト」の
　成果についても教えてください
　プロジェクトの成果は技術情報可視化
や構造化といったゴールの達成度を定性
的に測る「先行指標」と、製品利益や売
上の向上や開発コスト低減といった事業レ
ベルの成果を定量的に極める「事業効果」
とに分けて捉えています。

　「事業効果」に関しては長期的な視野で
評価する必要があり、今後、定期的に効果
指標（KPI）を監視していく必要があります。

　一方、「先行指標」に関しては、電磁流
量計に関する数百の設計エレメントおよび
タスクを作成したことで、現状の把握はも
ちろん、機能の関連性や影響関係といっ
た設計情報が可視化されることで、議論
の土台ができ、設計のブラッシュアップや
過去の設計情報の引き継ぎなどの議論や
コミュニケーションが活性化できました。

　具体的には、上長が見ても明らかに若
手の業務への理解が進んでいることがわ
かるようになったことをはじめ、本プロジェ
クトを行っていない他部署と比べて明らか
に業務の継承ができている点や、業務の
継承に関しては定量的な可視化を行わなく
ても明らかなほどに結果が出ていることが
挙げられます。

　また、「現状」や「関連性や影響範囲」
の可視化は、技術継承における大きな成
果だと捉えています。これまで調査や確認
など時間がかかっていた作業が、迅速か
つ漏れなくできるようになりました。仕様
や要件の変更に対しても柔軟に対応でき
るようになりました。

　開発体制に関しても、設計アーキテク

設計アーキテクチャ可視化ツール「iDFC®」導入事例
横河電機株式会社様／
株式会社ワイ・ディ・シー様

【お問い合わせ先】 　株式会社サン･プラニング･システムズ　ＢＳ事業部　ＢＰＭユニット　TEL: 03-3523-1764　Email: bpm_sales@sunplanning.co.jp

導入事例

●「iDFC®」の導入効果について
　教えてください。
　「iDFC®」を導入した効果は、主に次の
4 つです。

【効果 1】設計アーキテクチャ可視化作業
の効率化

　表計算ソフトでフローチャートを書いて
いたときは、修正が面倒なので事前にフ
ローチャートの設計も必要でした。しかし、

「iDFC®」ではフローチャートを直感的に
作成でき、修正も容易なので効率的に設
計アーキテクチャを作成・修正することが
できました。

【効果 2】設計開発の迅速化とミスや洩れ
を防止する基盤の確立

　設計開発時に必要な情報や影響範囲を、
「iDFC®」上で容易かつ確実に把握できる
ようになり、若手でも容易に根拠を含む技術
文書やツールを活用し、ミスや洩れのない
迅速な設計開発ができるようになりました。
同時に、手戻りも最小限に削減できました。

　その結果、これまでの「試作依存型」
から「設計解決型」へ開発スタイルの変
革を図り、将来的にはお客様のニーズに
合った製品を生み出す「企画主導型」へ
の道筋を確立できました。

【効果 3】ベテラン有識者をサポート役に
回すことができた

　通常は、ベテラン有識者に設計エレメン
トを書き起こしてもらったり、有識者の話
を聞いて書き起こしたりするのですが、今
回は、「iDFC®」上で容易に追加・修正が
可能なので、若手を中心に可視化作業を
進めました。

　そのことにより、若手が自らこれまでの
設計開発を疑似体験することができ、ベテ
ランからの押しつけではなく、若手からの
ニーズに沿った技術伝承ができました。同
時に、ベテラン有識者の作業負荷を最小
限に抑え、コア業務である設計開発への
影響を最小限に抑えることもできました。

【効果 4】ベテランと若手の意識改革
　「iDFC®」で設計アーキテクチャが可視
化されたことで、ベテランと若手、互いの
共通認識が深まり会話もスムーズになりま

チャが可視化されたことで、安心して既存
技術は若手に任せて、高い付加価値を生
み出す新規開発はベテラン有識者に集中し
て取り組んでもらう開発体制を確立できま
した。このような体制で若手が経験を積み
重ねていくことができますので、将来的に
今の若手がベテランとなったとき、新規開
発を担当できるようになるという人材育成
のサイクルも確立することができました。

●今後の展開について予定などが
　あれば教えてください。
　「開発プロセス改革プロジェクト」の適
用範囲は電磁流量計の開発に限定するも
のではなく、横河電機におけるさまざまな
製品を対象とした開発プロセス改革を目指
した取り組みです。

　今回の実績を踏まえ、プロジェクト自体
をブラッシュアップさせていくと同時に、ス
ムーズに横展開を図っていくことも、今後
の課題であり、新たなミッションとなります。

●サン・プラニング・システムズへの
　評価と期待を教えてください。
　今回、専用のツールを開発してもらうに
あたり、私たちとしても期待は大きく、妥
協はしませんでした。その分、高度な要
求となった部分もあるかもしれません。そ
のような状況でも、迅速かつ的確に対応し
てくれたサン・プラニング・システムズに
は大変感謝しています。

　また、随所で可視化のプロフェッショナ
ルならではのアドバイスや提案をしても
らったことが、プロジェクトの価値を高め
ることにつながりました。

　今後も、ビジネスパートナーとして、
「iDFC®」の提供を通じて、横河電機な
らびにワイ・ディ・シーを後方支援してい
ただければと思っています。今後ともよろ
しくお願いします。

影響範囲を容易に把握し、
ミスや洩れのない
設計開発環境を実現

若手を育てる
人材育成サイクルを確立

今後の展開

お忙しい中、貴重なお話をお聞かせ
いただきありがとうございました。

取材日時 2015 年 2 月
横河電機　http://www.yokogawa.co.jp
ワイ・ディ・シー　http://www.ydc.co.jp

＊ 記載の担当部署は、取材時の組織名です。

「 ベテランと若手の距離感が
縮まりました」（矢島氏）

影響範囲を容易に把握し、ミスや漏れのない
設計開発環境を実現。
ワイ・ディ・シーのビジネスパートナーとして
プロジェクトに参画。
ー 設計アーキテクチャ可視化ツール「iDFC®」が設計開発業務のプロセス改革に貢献 ー

横河電機株式会社　IAプラットフォーム事業本部　共通技術開発センター　技術推進部　部長　高橋 雅彦氏（右端）
横河電機株式会社　IAプラットフォーム事業本部　グローバル開発センター センサー技術部　野中 雅允氏（右から2番目）
横河電機株式会社　IAプラットフォーム事業本部　グローバル開発センター センサー技術部　矢島 由美子氏（左から2番目）
株式会社ワイ・ディ・シー　共動創発事業本部　創発推進部　團野 晃氏（左端）

計測・制御・情報をコア技術として、産業
界の発展と人々の豊かな暮らしの実現に
貢献する横河電機株式会社（以下、横河
電機）。同社では、株式会社ワイ・ディ・シー

（以下、ワイ・ディ・シー）（※1）が提唱する
方法論（※2）に基づく「開発プロセス改革
プロジェクト」を実施した。そのプロジェ
クトの中で、ワイ・ディ・シーとサン・プラ
ニング・システムズが共同で開発した設
計アーキテクチャ可視化ツール「iDFC®」
が重要な役割を担ったという。 その詳細
について、プロジェクトの主要メンバーに
詳しく話を伺った。

（※1）ワイ・ディ・シーは、横河電機のグループ会社です。
（※2） 製造業の業務プロセスを改革する、ワイ・ディ・

シーが開発した方法論。

横河電機株式会社
■本社所在地：東京都武蔵野市中町 2-9-32
■設立：1920 年 12 月 1 日（創立：1915 年 9 月 1 日）
■資本金：434 億 105 万円
■従業員数：（個別）2,871 名、（連結）19,601 名（2015 年 3 月期）
■事業概要： 【制御事業】各種プラントの生産設備の制御・運転監視を行う分散形制御システム
および現場センサ機器の開発・製造・販売、【計測事業】電力、電圧、電流、光などを計測す
る基本測定器や波形測定器、光通信測定器　等の開発・製造・販売、共焦点スキャナ、創薬支
援システムの開発・製造・販売、【航機その他事業】航空機用計器の開発・製造・販売

株式会社ワイ・ディ・シー
■本社所在地：東京都府中市府中町 1-9　京王府中 1 丁目ビル
■設立：2000 年 1 月（創業：1972 年 3 月）
■資本金：2 億 5000 万円
■従業員数：286 名（2014 年 4 月 1 日現在）
■事業概要：情報通信システムに関するコンサルティングおよび設計、開発、機器およびソフトウェ
アのライセンス販売、インストール、保守、運用 サポート

「 ワイ・ディ・シーおよびサン・
プラニング・システムズに専
用の可視化ツールを開発し
てもらったことが、開発プロ
セス改革プロジェクトの成
功につながりました」



● 「iDFC®」は、具体的にどのように　
　利用しているのでしょうか。
　既存の設計エレメントを書き起こす際
は、頭の中でイメージしているフローチャー
トを「iDFC®」上で直接、書いていきます。

　「iDFC®」ではエレメントの追加や関連
づけの修正なども容易なので、シーケン

シャルに順序よくフローチャートを設計す
る必要がなく、自由に書き始めて調整をし
ながら仕上げていくことが可能です。

　また、フローチャートを書きながら、関
連する技術情報や根拠、計算ツールなど
の情報を追加し、「機能検討図」や「機能
相関図」と同期を設定していきます。

　新しく設計を行う場合なら、「iDFC®」上
で「設計アーキテクチャ」を作成することで、

仕様や特定の仕様変更時の波及項目を再
検討しやすくなります。また、要求事項に
対して新技術の開発が必要なのかも迅速
に判断できます。

カスタマイズ内容 説　明
基本的な拡張 使用する図形および登録するデータの種類を iDFC®用に変更
エレメント一覧表出力取込機能 iDFC®用にカスタマイズした項目を表計算ソフトに出力する機能。表計算ソフトから iDFC®に取り込む機能
エレメント図形の分類別書式設定 エレメントに対して分類を設定し、その分類ごとに書式を一括設定する機能
影響範囲一覧化機能 変更エレメントに対する影響範囲（波及性）を表示する機能
エレメント図形接続線の強調機能 任意のエレメント図形の接続線を強調表示する機能
接続線自動重複回避処理 図形と図形を接続する接続線を自動的に重複しないように接続辺の幅に対して均等配置する機能

● 今回、サン・プラニング・システ
ムズが参画したプロジェクトの概要
について教えてください。

　今回のプロジェクトは、ワイ・ディ・シー
が提唱する「製造業の業務プロセス改革」
を、横河電機における「電磁流量計」の
開発現場において実践した取り組みです。

　改革の方向性は、製造業が抱える設計
開発プロセスの課題に対して、中長期的
な視点から付加価値の創出をめざすもの
で、競合製品との差別化を図ることも大き
な目的の 1 つとなります。

　また、単に設計アーキテクチャを可視
化するのではなく、事業計画や人員配置
といったマネジメント視点と、機能ニーズ
や改善ニーズといったプロダクト視点との
相関関係を紐解いていくことで、利益や
売上の向上、さらには開発コスト低減と

いった事業全体における
成果をめざすアプローチ
でもあります。

●「開発プロセス改革プロジェクト」　
　に取り組むことになった背景を教え
　てください。
　横河電機に限らず、グローバルな競争
環境にさらされる国内の製造業は、すでに
オペレーションの効率化だけでは中国・韓
国をはじめとする新興国に対して、競争優
位性を保つことが難しくなってきました。

　そのため、数多くの企業が経営資源を
情報化してお客様の付加価値を高めるべ
くプロセスの全体最適化に取り組んでいま
す。設計開発領域では次のような必要性
を認識していました。

(1) お客様のニーズにより合った製品を提
供したい

(2) 新製品をよりスピーディに開発したい
(3) 手戻りをなくし、試作依存体質を変え

開発コストをより削減したい

ら脱出できず、さまざまな手戻りが発生し、
「(2) 新製品をよりスピーディに開発した
い」の要因の 1 つともなっています。

● 新製品の開発の遅れや手戻りの発
生には、根本的に「(4) 技術伝承
を促進し、ベテラン頼みの開発か
ら脱却したい 」という必要性とも
関連がありそうですね。

　その通りです。ベテラン頼みの開発は、
若手の育成を阻害する要因となり、将来的
にベテランが引退したときに空洞化を招く
ことにもつながります。一方、ベテラン側
にも技術を伝承したいという意思がないわ
けではなく、日々の開発業務に追われる中、

「どう伝えていけばいいのかわからない」
という現実もあり、この問題は深刻です。

● 最後の「(5) 技術者の流動性を高
め、シナジー効果を出せる開発環
境を実現したい」という点につい
てもお願いします。

　技術を伝承したり情報を共有したりする
仕組みが確立されていないため、設計開
発者個人のスキルに依存する部分が多く、
自分の得意分野以外の技術に関して技術
力を高める環境や仕組みもないのが現状
です。そのため、人材の流動性がなく、
新しい価値を生み出すシナジー効果を発
揮する場面を作り出すことは容易ではあり
ません。結果として、そのような状況が、
競争力を持った新製品が生まれにくい要因
となっています。

●「開発プロセス改革プロジェクト」に
　おけるサン・プラニング・システムズ
　の役割について教えてください。
　サン・プラニング・システムズには、「設
計アーキテクチャを可視化」するための専
用ツールである「iDFC®」の開発を担当
してもらいました。

　「iDFC®」は、「開発プロセス改革プロジェ
クト」に欠かせない設計アーキテクチャの

可視化および関連ドキュメントを効率的に
管理するためのツールです。業務フロー作
成ツール「iGrafx FlowCharter」をベース
に、必要な機能をカスタマイズして専用ツー
ルとして新たに開発をしてもらいました。

●  なぜ、専用のツールを新たに開発
する必要があったのでしょうか。

　「設計アーキテクチャの可視化」を具体
的に説明すると、「機能検討図」、「機能相
関図」、「設計アーキテクチャ」という3 つ
のドキュメントを作成し、同期して管理す
ることになります。

　しかし、これまでは手軽に利用でき、必
要な機能を網羅したツールがなかったの
で、表計算ソフトを使ってドキュメントを作
成し、管理してきました。

　表計算ソフトを使った場合、3 つのドキュ
メントの同期を管理するのが困難で、フ
ローチャートの作成や変更にも手間と時間
がかかっていました。しかも、そのような

状況では、忙しい現場の設計開発者に使っ
てもらうことが難しく、業務プロセス改革
を推し進めていく上での障壁ともなってお
り、「iDFC®」を開発するに至りました。

●  専用ツールの開発をサン・プラニ
ング・システムズに依頼することに
なった経緯を教えてください。

　このようなツールをゼロから開発すること
は、コスト面での負担も大きく、現実的な
選択ではありませんでした。そこで、 設計
アーキテクチャを可視化するツールとしてさ
まざまなツールやシステムを検討する中で、

「iGrafx FlowCharter」に注目したことが
「iDFC®」を開発するきっかけとなりました。

　「iGrafx FlowCharter」は、フローチャー
トを直感的に作成・変更でき、各エレメン
ト（設計図を記述するにおいて必要な部
品や条件などの要素）に関連ドキュメント
を結びつけて管理できるので、求めてい
た理想的なツールに限りなく近い存在でし
た。しかし、標準機能のままでは、各エレ

設計開発業務における
プロセス改革を実践

「 開発プロセス改革プロジェク
トは、設計開発領域における
課題解決を目指した取り組
みの1つです」（高橋氏）

「 サン・プラニング・システム
ズには、『iDFC®』の開発を
担当してもらいました」

（團野氏）

導入事例

設計アーキテクチャの
可視化専用ツール「iDFC®」

電磁流量計　
ADMAG AXFシリーズ
(写真提供：横河電機株式会社)

設計開発領域における
5つの必要性

(4) 技術伝承を促進し、ベテラン頼みの開
発から脱却したい

(5) 技術者の流動性を高め、シナジー効
果を出せる開発環境を実現したい

　「開発プロセス改革プロジェクト」は、こ
のような必要性の実現を目指した取り組み
の 1 つです。

● それぞれの必要性について解説し
てください。まずは「(1) お客様
のニーズにより合った製品を提供
したい」からお願いします。

　設計開発の領域において技術継承が行
われていないため、ベテラン設計者がプ
ロジェクト全体に深く関わらなければなら
ず、付加価値を醸成する新規技術の開発
に集中して取り組めない、もしくは取り組
む時間が取れない状況が続き、お客様の
ニーズを満たす新製品を開発することが難
しくなっています。

● では次に「(2) 新製品をよりスピー
ディに開発したい」という必要性に
ついて教えてください。

　これも技術伝承ができていないことが
原因の 1 つとなっていますが、若手の開
発者が設計をする際、既存の技術や設計
に関する調査に時間と手間を取られること
が要因となっています。ベテランであれば、
経験やノウハウがあるので直感的に理解で
きるようなことも、経験のない若手にとっ
ては未知の領域です。また、ベテランの
有識者に詳細な情報を聞きたいと思って
も、誰に聞けばいいのかわからない、も
しくは聞いてもうまく互いにコミュニケー
ションが取れないということもあります。

● 続いて、「(3) 手戻りをなくし、試
作依存体質を変え開発コストをよ
り削減したい」という点について
教えてください。

　これらを解決するためには、設計段階で
事前に IT 技術を活用してシミュレーション
をしたり、想定事項を盛り込んだりするフ
ロントローディングの実践が有効です。

　しかし、若手技術者のみならずベテラン
技術者であっても、設計段階で設計や仕
様の変更や追加による影響範囲をすべて
調査・把握することは容易ではなく、結局
はスケジュールに追われ、試作依存型か

「 思いつくままにフローチャート
を書くことができます」

（野中氏）

メントの関係性を示すラインの重み付けや
エレメントの種類による色分けが難しいな
ど、運用でカバーしなければならない部分
がありました。

　運用でカバーする使い方だと、ローカル
ルールができて全体としての整合性が取れ
なくなり、利用者への負担や使いにくさに
つながることにもなります。そこで、カス
タマイズをお願いしたところ、単にツール
を開発・提供するだけでなく、今後、業務
プロセス改革のソリューションを広げていく
ビジネスパートナーとして協力したいとい
う申し出もあり、専用ツールとして「iDFC®」
を開発してもらうことになりました。

●  カスタマイズをした機能について
教えてください。

　主なカスタマイズの
内容は、下記の通りです。

フローチャートを作成しながら
機能検討図と機能相関図を同期

書き起こし作業のイメージ 新設計スタイルのイメージ



● 「iDFC®」は、具体的にどのように　
　利用しているのでしょうか。
　既存の設計エレメントを書き起こす際
は、頭の中でイメージしているフローチャー
トを「iDFC®」上で直接、書いていきます。

　「iDFC®」ではエレメントの追加や関連
づけの修正なども容易なので、シーケン

シャルに順序よくフローチャートを設計す
る必要がなく、自由に書き始めて調整をし
ながら仕上げていくことが可能です。

　また、フローチャートを書きながら、関
連する技術情報や根拠、計算ツールなど
の情報を追加し、「機能検討図」や「機能
相関図」と同期を設定していきます。

　新しく設計を行う場合なら、「iDFC®」上
で「設計アーキテクチャ」を作成することで、

仕様や特定の仕様変更時の波及項目を再
検討しやすくなります。また、要求事項に
対して新技術の開発が必要なのかも迅速
に判断できます。

カスタマイズ内容 説　明
基本的な拡張 使用する図形および登録するデータの種類を iDFC®用に変更
エレメント一覧表出力取込機能 iDFC®用にカスタマイズした項目を表計算ソフトに出力する機能。表計算ソフトから iDFC®に取り込む機能
エレメント図形の分類別書式設定 エレメントに対して分類を設定し、その分類ごとに書式を一括設定する機能
影響範囲一覧化機能 変更エレメントに対する影響範囲（波及性）を表示する機能
エレメント図形接続線の強調機能 任意のエレメント図形の接続線を強調表示する機能
接続線自動重複回避処理 図形と図形を接続する接続線を自動的に重複しないように接続辺の幅に対して均等配置する機能

● 今回、サン・プラニング・システ
ムズが参画したプロジェクトの概要
について教えてください。

　今回のプロジェクトは、ワイ・ディ・シー
が提唱する「製造業の業務プロセス改革」
を、横河電機における「電磁流量計」の
開発現場において実践した取り組みです。

　改革の方向性は、製造業が抱える設計
開発プロセスの課題に対して、中長期的
な視点から付加価値の創出をめざすもの
で、競合製品との差別化を図ることも大き
な目的の 1 つとなります。

　また、単に設計アーキテクチャを可視
化するのではなく、事業計画や人員配置
といったマネジメント視点と、機能ニーズ
や改善ニーズといったプロダクト視点との
相関関係を紐解いていくことで、利益や
売上の向上、さらには開発コスト低減と

いった事業全体における
成果をめざすアプローチ
でもあります。

●「開発プロセス改革プロジェクト」　
　に取り組むことになった背景を教え
　てください。
　横河電機に限らず、グローバルな競争
環境にさらされる国内の製造業は、すでに
オペレーションの効率化だけでは中国・韓
国をはじめとする新興国に対して、競争優
位性を保つことが難しくなってきました。

　そのため、数多くの企業が経営資源を
情報化してお客様の付加価値を高めるべ
くプロセスの全体最適化に取り組んでいま
す。設計開発領域では次のような必要性
を認識していました。

(1) お客様のニーズにより合った製品を提
供したい

(2) 新製品をよりスピーディに開発したい
(3) 手戻りをなくし、試作依存体質を変え

開発コストをより削減したい

ら脱出できず、さまざまな手戻りが発生し、
「(2) 新製品をよりスピーディに開発した
い」の要因の 1 つともなっています。

● 新製品の開発の遅れや手戻りの発
生には、根本的に「(4) 技術伝承
を促進し、ベテラン頼みの開発か
ら脱却したい 」という必要性とも
関連がありそうですね。

　その通りです。ベテラン頼みの開発は、
若手の育成を阻害する要因となり、将来的
にベテランが引退したときに空洞化を招く
ことにもつながります。一方、ベテラン側
にも技術を伝承したいという意思がないわ
けではなく、日々の開発業務に追われる中、

「どう伝えていけばいいのかわからない」
という現実もあり、この問題は深刻です。

● 最後の「(5) 技術者の流動性を高
め、シナジー効果を出せる開発環
境を実現したい」という点につい
てもお願いします。

　技術を伝承したり情報を共有したりする
仕組みが確立されていないため、設計開
発者個人のスキルに依存する部分が多く、
自分の得意分野以外の技術に関して技術
力を高める環境や仕組みもないのが現状
です。そのため、人材の流動性がなく、
新しい価値を生み出すシナジー効果を発
揮する場面を作り出すことは容易ではあり
ません。結果として、そのような状況が、
競争力を持った新製品が生まれにくい要因
となっています。

●「開発プロセス改革プロジェクト」に
　おけるサン・プラニング・システムズ
　の役割について教えてください。
　サン・プラニング・システムズには、「設
計アーキテクチャを可視化」するための専
用ツールである「iDFC®」の開発を担当
してもらいました。

　「iDFC®」は、「開発プロセス改革プロジェ
クト」に欠かせない設計アーキテクチャの

可視化および関連ドキュメントを効率的に
管理するためのツールです。業務フロー作
成ツール「iGrafx FlowCharter」をベース
に、必要な機能をカスタマイズして専用ツー
ルとして新たに開発をしてもらいました。

●  なぜ、専用のツールを新たに開発
する必要があったのでしょうか。

　「設計アーキテクチャの可視化」を具体
的に説明すると、「機能検討図」、「機能相
関図」、「設計アーキテクチャ」という3 つ
のドキュメントを作成し、同期して管理す
ることになります。

　しかし、これまでは手軽に利用でき、必
要な機能を網羅したツールがなかったの
で、表計算ソフトを使ってドキュメントを作
成し、管理してきました。

　表計算ソフトを使った場合、3 つのドキュ
メントの同期を管理するのが困難で、フ
ローチャートの作成や変更にも手間と時間
がかかっていました。しかも、そのような

状況では、忙しい現場の設計開発者に使っ
てもらうことが難しく、業務プロセス改革
を推し進めていく上での障壁ともなってお
り、「iDFC®」を開発するに至りました。

●  専用ツールの開発をサン・プラニ
ング・システムズに依頼することに
なった経緯を教えてください。

　このようなツールをゼロから開発すること
は、コスト面での負担も大きく、現実的な
選択ではありませんでした。そこで、 設計
アーキテクチャを可視化するツールとしてさ
まざまなツールやシステムを検討する中で、

「iGrafx FlowCharter」に注目したことが
「iDFC®」を開発するきっかけとなりました。

　「iGrafx FlowCharter」は、フローチャー
トを直感的に作成・変更でき、各エレメン
ト（設計図を記述するにおいて必要な部
品や条件などの要素）に関連ドキュメント
を結びつけて管理できるので、求めてい
た理想的なツールに限りなく近い存在でし
た。しかし、標準機能のままでは、各エレ

設計開発業務における
プロセス改革を実践

「 開発プロセス改革プロジェク
トは、設計開発領域における
課題解決を目指した取り組
みの1つです」（高橋氏）

「 サン・プラニング・システム
ズには、『iDFC®』の開発を
担当してもらいました」

（團野氏）

導入事例

設計アーキテクチャの
可視化専用ツール「iDFC®」

電磁流量計　
ADMAG AXFシリーズ
(写真提供：横河電機株式会社)

設計開発領域における
5つの必要性

(4) 技術伝承を促進し、ベテラン頼みの開
発から脱却したい

(5) 技術者の流動性を高め、シナジー効
果を出せる開発環境を実現したい

　「開発プロセス改革プロジェクト」は、こ
のような必要性の実現を目指した取り組み
の 1 つです。

● それぞれの必要性について解説し
てください。まずは「(1) お客様
のニーズにより合った製品を提供
したい」からお願いします。

　設計開発の領域において技術継承が行
われていないため、ベテラン設計者がプ
ロジェクト全体に深く関わらなければなら
ず、付加価値を醸成する新規技術の開発
に集中して取り組めない、もしくは取り組
む時間が取れない状況が続き、お客様の
ニーズを満たす新製品を開発することが難
しくなっています。

● では次に「(2) 新製品をよりスピー
ディに開発したい」という必要性に
ついて教えてください。

　これも技術伝承ができていないことが
原因の 1 つとなっていますが、若手の開
発者が設計をする際、既存の技術や設計
に関する調査に時間と手間を取られること
が要因となっています。ベテランであれば、
経験やノウハウがあるので直感的に理解で
きるようなことも、経験のない若手にとっ
ては未知の領域です。また、ベテランの
有識者に詳細な情報を聞きたいと思って
も、誰に聞けばいいのかわからない、も
しくは聞いてもうまく互いにコミュニケー
ションが取れないということもあります。

● 続いて、「(3) 手戻りをなくし、試
作依存体質を変え開発コストをよ
り削減したい」という点について
教えてください。

　これらを解決するためには、設計段階で
事前に IT 技術を活用してシミュレーション
をしたり、想定事項を盛り込んだりするフ
ロントローディングの実践が有効です。

　しかし、若手技術者のみならずベテラン
技術者であっても、設計段階で設計や仕
様の変更や追加による影響範囲をすべて
調査・把握することは容易ではなく、結局
はスケジュールに追われ、試作依存型か

「 思いつくままにフローチャート
を書くことができます」

（野中氏）

メントの関係性を示すラインの重み付けや
エレメントの種類による色分けが難しいな
ど、運用でカバーしなければならない部分
がありました。

　運用でカバーする使い方だと、ローカル
ルールができて全体としての整合性が取れ
なくなり、利用者への負担や使いにくさに
つながることにもなります。そこで、カス
タマイズをお願いしたところ、単にツール
を開発・提供するだけでなく、今後、業務
プロセス改革のソリューションを広げていく
ビジネスパートナーとして協力したいとい
う申し出もあり、専用ツールとして「iDFC®」
を開発してもらうことになりました。

●  カスタマイズをした機能について
教えてください。

　主なカスタマイズの
内容は、下記の通りです。

フローチャートを作成しながら
機能検討図と機能相関図を同期

書き起こし作業のイメージ 新設計スタイルのイメージ



した。また、若手を中心にフローチャート
をベースとした成果物ができあがったこと
で、ベテランは若手を認め、若手もベテラ
ンの実績を目の当たりにし、互いに認め合

えるようになり、両
者の意識が良い方
向へと変わりつつあ
ると感じています。

●「開発プロセス改革プロジェクト」の
　成果についても教えてください
　プロジェクトの成果は技術情報可視化
や構造化といったゴールの達成度を定性
的に測る「先行指標」と、製品利益や売
上の向上や開発コスト低減といった事業レ
ベルの成果を定量的に極める「事業効果」
とに分けて捉えています。

　「事業効果」に関しては長期的な視野で
評価する必要があり、今後、定期的に効果
指標（KPI）を監視していく必要があります。

　一方、「先行指標」に関しては、電磁流
量計に関する数百の設計エレメントおよび
タスクを作成したことで、現状の把握はも
ちろん、機能の関連性や影響関係といっ
た設計情報が可視化されることで、議論
の土台ができ、設計のブラッシュアップや
過去の設計情報の引き継ぎなどの議論や
コミュニケーションが活性化できました。

　具体的には、上長が見ても明らかに若
手の業務への理解が進んでいることがわ
かるようになったことをはじめ、本プロジェ
クトを行っていない他部署と比べて明らか
に業務の継承ができている点や、業務の
継承に関しては定量的な可視化を行わなく
ても明らかなほどに結果が出ていることが
挙げられます。

　また、「現状」や「関連性や影響範囲」
の可視化は、技術継承における大きな成
果だと捉えています。これまで調査や確認
など時間がかかっていた作業が、迅速か
つ漏れなくできるようになりました。仕様
や要件の変更に対しても柔軟に対応でき
るようになりました。

　開発体制に関しても、設計アーキテク

設計アーキテクチャ可視化ツール「iDFC®」導入事例
横河電機株式会社様／
株式会社ワイ・ディ・シー様

【お問い合わせ先】 　株式会社サン･プラニング･システムズ　ＢＳ事業部　ＢＰＭユニット　TEL: 03-3523-1764　Email: bpm_sales@sunplanning.co.jp

導入事例

●「iDFC®」の導入効果について
　教えてください。
　「iDFC®」を導入した効果は、主に次の
4 つです。

【効果 1】設計アーキテクチャ可視化作業
の効率化

　表計算ソフトでフローチャートを書いて
いたときは、修正が面倒なので事前にフ
ローチャートの設計も必要でした。しかし、

「iDFC®」ではフローチャートを直感的に
作成でき、修正も容易なので効率的に設
計アーキテクチャを作成・修正することが
できました。

【効果 2】設計開発の迅速化とミスや洩れ
を防止する基盤の確立

　設計開発時に必要な情報や影響範囲を、
「iDFC®」上で容易かつ確実に把握できる
ようになり、若手でも容易に根拠を含む技術
文書やツールを活用し、ミスや洩れのない
迅速な設計開発ができるようになりました。
同時に、手戻りも最小限に削減できました。

　その結果、これまでの「試作依存型」
から「設計解決型」へ開発スタイルの変
革を図り、将来的にはお客様のニーズに
合った製品を生み出す「企画主導型」へ
の道筋を確立できました。

【効果 3】ベテラン有識者をサポート役に
回すことができた

　通常は、ベテラン有識者に設計エレメン
トを書き起こしてもらったり、有識者の話
を聞いて書き起こしたりするのですが、今
回は、「iDFC®」上で容易に追加・修正が
可能なので、若手を中心に可視化作業を
進めました。

　そのことにより、若手が自らこれまでの
設計開発を疑似体験することができ、ベテ
ランからの押しつけではなく、若手からの
ニーズに沿った技術伝承ができました。同
時に、ベテラン有識者の作業負荷を最小
限に抑え、コア業務である設計開発への
影響を最小限に抑えることもできました。

【効果 4】ベテランと若手の意識改革
　「iDFC®」で設計アーキテクチャが可視
化されたことで、ベテランと若手、互いの
共通認識が深まり会話もスムーズになりま

チャが可視化されたことで、安心して既存
技術は若手に任せて、高い付加価値を生
み出す新規開発はベテラン有識者に集中し
て取り組んでもらう開発体制を確立できま
した。このような体制で若手が経験を積み
重ねていくことができますので、将来的に
今の若手がベテランとなったとき、新規開
発を担当できるようになるという人材育成
のサイクルも確立することができました。

●今後の展開について予定などが
　あれば教えてください。
　「開発プロセス改革プロジェクト」の適
用範囲は電磁流量計の開発に限定するも
のではなく、横河電機におけるさまざまな
製品を対象とした開発プロセス改革を目指
した取り組みです。

　今回の実績を踏まえ、プロジェクト自体
をブラッシュアップさせていくと同時に、ス
ムーズに横展開を図っていくことも、今後
の課題であり、新たなミッションとなります。

●サン・プラニング・システムズへの
　評価と期待を教えてください。
　今回、専用のツールを開発してもらうに
あたり、私たちとしても期待は大きく、妥
協はしませんでした。その分、高度な要
求となった部分もあるかもしれません。そ
のような状況でも、迅速かつ的確に対応し
てくれたサン・プラニング・システムズに
は大変感謝しています。

　また、随所で可視化のプロフェッショナ
ルならではのアドバイスや提案をしても
らったことが、プロジェクトの価値を高め
ることにつながりました。

　今後も、ビジネスパートナーとして、
「iDFC®」の提供を通じて、横河電機な
らびにワイ・ディ・シーを後方支援してい
ただければと思っています。今後ともよろ
しくお願いします。

影響範囲を容易に把握し、
ミスや洩れのない
設計開発環境を実現

若手を育てる
人材育成サイクルを確立

今後の展開

お忙しい中、貴重なお話をお聞かせ
いただきありがとうございました。

取材日時 2015 年 2 月
横河電機　http://www.yokogawa.co.jp
ワイ・ディ・シー　http://www.ydc.co.jp

＊ 記載の担当部署は、取材時の組織名です。

「 ベテランと若手の距離感が
縮まりました」（矢島氏）

影響範囲を容易に把握し、ミスや漏れのない
設計開発環境を実現。
ワイ・ディ・シーのビジネスパートナーとして
プロジェクトに参画。
ー 設計アーキテクチャ可視化ツール「iDFC®」が設計開発業務のプロセス改革に貢献 ー

横河電機株式会社　IAプラットフォーム事業本部　共通技術開発センター　技術推進部　部長　高橋 雅彦氏（右端）
横河電機株式会社　IAプラットフォーム事業本部　グローバル開発センター センサー技術部　野中 雅允氏（右から2番目）
横河電機株式会社　IAプラットフォーム事業本部　グローバル開発センター センサー技術部　矢島 由美子氏（左から2番目）
株式会社ワイ・ディ・シー　共動創発事業本部　創発推進部　團野 晃氏（左端）

計測・制御・情報をコア技術として、産業
界の発展と人々の豊かな暮らしの実現に
貢献する横河電機株式会社（以下、横河
電機）。同社では、株式会社ワイ・ディ・シー

（以下、ワイ・ディ・シー）（※1）が提唱する
方法論（※2）に基づく「開発プロセス改革
プロジェクト」を実施した。そのプロジェ
クトの中で、ワイ・ディ・シーとサン・プラ
ニング・システムズが共同で開発した設
計アーキテクチャ可視化ツール「iDFC®」
が重要な役割を担ったという。 その詳細
について、プロジェクトの主要メンバーに
詳しく話を伺った。

（※1）ワイ・ディ・シーは、横河電機のグループ会社です。
（※2） 製造業の業務プロセスを改革する、ワイ・ディ・

シーが開発した方法論。

横河電機株式会社
■本社所在地：東京都武蔵野市中町 2-9-32
■設立：1920 年 12 月 1 日（創立：1915 年 9 月 1 日）
■資本金：434 億 105 万円
■従業員数：（個別）2,871 名、（連結）19,601 名（2015 年 3 月期）
■事業概要： 【制御事業】各種プラントの生産設備の制御・運転監視を行う分散形制御システム
および現場センサ機器の開発・製造・販売、【計測事業】電力、電圧、電流、光などを計測す
る基本測定器や波形測定器、光通信測定器　等の開発・製造・販売、共焦点スキャナ、創薬支
援システムの開発・製造・販売、【航機その他事業】航空機用計器の開発・製造・販売

株式会社ワイ・ディ・シー
■本社所在地：東京都府中市府中町 1-9　京王府中 1 丁目ビル
■設立：2000 年 1 月（創業：1972 年 3 月）
■資本金：2 億 5000 万円
■従業員数：286 名（2014 年 4 月 1 日現在）
■事業概要：情報通信システムに関するコンサルティングおよび設計、開発、機器およびソフトウェ
アのライセンス販売、インストール、保守、運用 サポート

「 ワイ・ディ・シーおよびサン・
プラニング・システムズに専
用の可視化ツールを開発し
てもらったことが、開発プロ
セス改革プロジェクトの成
功につながりました」


